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日本人の「幽霊」のイメージとインド人の「幽霊」
のイメージ――その類似点と相違点
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 3 詳細は、『柳田國男全集 20』（筑摩書房、1999 年）所収の「妖怪談義」を参照。
 4 小松和彦「幽霊 解説」『怪異の民俗学 6 幽霊』河出書房新社、2001 年。
 5 諏訪春雄「幽霊とは何か」『怪異の民俗学 6 幽霊』河出書房新社、2001 年。
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スト名）が実は性質の悪い人間だということには気づかなかった。彼は肉食をし、
酒を飲み、よく売春婦のところにも通っていた。そんな彼と彼女は付き合い始め、
数か月後には彼と結婚したいという気持ちを母親に伝える。母親は最初反対するが、
結局、彼との結婚を許す。結婚後、僧侶は次第にその正体を見せ始める。アッリー
の家からたくさんの金品を奪い取るだけでなく、彼女らに対する態度も酷いものだ
った。彼が悪人であることはアッリーの母親にもはっきりと分かった。ある日、母
親と鬼のような僧侶との間でけんかが始まり、僧侶は持っていたナイフで母親を刺
し殺そうとする。そこで、彼女を警護していた男たちが僧侶を殴りつけると、怪我
をした彼は家から飛び出して森林の方へ駆けて行った。そのことを知ったアッリー
は、夫のところへ行って一緒に暮らしたい、と母親に告げる。彼女は夫の足跡を辿
って行き、彼が一本の木のそばに立っているのを見つける。一緒に暮らしたいとい
う思いを伝えると、くたびれ果てていた彼女はすぐ彼のひざの上で横になって寝て
しまった。ところが、悪人の僧侶はアッリーの装飾品を盗む決意をし、近くにあっ
た巨大な石で彼女の頭を打ちつぶしてしまう。死の間際に、アッリーは、すぐ隣に
あったサボテンを見て、「ああ、サボテンよ、あなたこそ、この事件の目撃者だ」
と叫んで、息をひきとった。一方、彼女を殺した僧侶は、井戸の水を飲みに行って
コブラにかまれ、気を失った挙句に死ぬ。そして、後からやってきたアッリーの弟
もまた、姉の死体を見て悲嘆に暮れ、結局、僧侶が姉を打ち殺すために使った同じ
石で自分の頭を打ちくだいて自殺する。
　この事件から数年後、カヴェーリプーム市（Kaveripoom）の王妃が妊娠した。占
い師は、妃の胎内には双子がいると王に告げ、同時に、その胎児には悪魔の性質が
みられると予言する。まもなく、王家には双子の娘と息子が生まれた。王は娘をニー
リ（Neeli）と名付け、息子にはニーラム（Neelam）という名前を付けた。子ども
たちは見る見る大きくなり、ある夜、双子の姉弟は、国を全滅させることをもくろ
み、魔力を利用して宮殿の外へ出ると、近所の農民の家畜を大量に殺してしまう。
農民たちから訴えられた王は、事の真偽を確認するために密偵を遣わし、ニーリと
ニーラムが家畜を殺している現場を目撃した密偵はそのことを王に報告する。王が
占い師（陰陽師）にその理由を尋ねたところ、悪魔の双子は昔亡くなった二人の怨
霊の生まれ変わりである、という。双子を殺すしかないと陰陽師は王に勧めるが、
妃が泣きながら、子どもを殺すことは絶対に許さないと言い張るため、双子をパン
チャヴァン（Panchavan）という森に捨てることにした。
　パンチャヴァンはパシャカナルール村の近くにあったので、双子の鬼子による迫
害を以前より多く受けるようになる。ニーリとニーラムは村にいた数えきれないほ
どの家畜を殺して、その肉を食べた。そこで、被害を受けた 70 人の村民は、悪魔
の双子を退治しようと、魔法使いを呼び寄せるが、結局、ニーラムの征服には成功
したものの、ニーリを服従させることはできなかった。逆に、自分を征服しようと
する魔法使いと、彼を呼び寄せた 70 人の家畜の持ち主を殺してやろう、とニーリ
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は決心する。ある日のこと、カリヤンガード（Kallyangadu）の近くまでやってき
た魔法使いを見つけたニーリは、にわかに美人に化身して彼の前に現れ、自分の居
所であるサトウヤシまで誘い出して、彼を殺害してしまう。
　ところで、その昔、アッリーという女性を殺害した僧侶は、アナンダン（Anandan）
という男に生まれ変わっていた。ある日、旅の途中にアナンダンがカリヤンガード
に辿り着いたのを見つけたニーリは、彼を殺してやろうと近づくが，持っていた魔
法の杖のおかげでアナンダンは命拾いする。ニーリは、あきらめずに次の機会を待
ち続けている間にも、数えきれないほどの美男子を誘惑し、殺してその血肉を貪っ
た。ニーリの迫害から逃れるために、彼女を征服してどこかの寺に祀るしかないと、
多くの魔法使いや陰陽師が現れるが、皆ことごとく失敗してしまう。最後に、カダ
マッタトゥ・カッタナール（Kadmattathu Kathanar）という、当時全国に名を知ら
れていた魔法使いのカトリック神父が彼女を征服することに成功し、近くの寺に祀
った。それ以後、ニーリというエクシが出現したことはないといわれている。
